
平成 22 年度 予算要求事業調書

１　予算要求事業の概要
№

2 新規 拡大 継続

款 項 目

8 4 2

番号 60 事業名

事　業
コード

4106 事業名

<目的>

<目標(平成26年度末)>

<現状(平成21年度末見込み)>

<課題>

・平成22年度　物件調査、営業調査、用地買収・補償
・平成23年度　物件調査、営業調査、用地買収・補償、ＣＣ－ＢＯＸ予備設計
・平成24年度　物件調査、営業調査、用地買収・補償、ＣＣ－ＢＯＸ詳細設計、道路詳細設計
・平成25年度　道路工事、電線類地中化工事
・平成26年度　道路工事、電線類地中化工事
・平成27年度　供用開始

１　氷川緑道西通線南区間の事業完了を目指します。

１　用地取得率(面積ベース)　12％

氷川緑道西通線整備推進事業(大宮駅東口都市再生プラン推進事業)

事業名(予算の事務事業名)

総合振興計画新実施計画

区分

内
容

会計区分

一般会計

　大宮駅東口における重要な都市の骨格道路であり、中山道の渋滞緩和や、氷川参道の歩行者専
用化を促進させるとともに、交通アクセスの強化を図っていくものです。

大宮駅東口再開発は、東日本の玄関口と
して経済・商業都市としての機能を高め

都市局　都心整備部　大宮駅東口まちづくり事務所

所管

　氷川緑道西通線の南区間670ｍ(大宮中央通線～南大通東線、平成20年12月事業認可)における
整備を推進するものです。

１　道路用地取得に係る関係権利者との合意形成。
２　国の補助金の確保。
３　道路計画敷地にかかる大宮区役所、中部公民館等の公共施設の再編。
４　事業を円滑に遂行するために必要な代替地の確保。
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大宮駅東口都市再生プラン推進事業

予算要求事業の概要

根拠法令等 都市計画法

しあわせ倍増プラン2009
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２　予算要求の内容と査定結果 (単位：千円）

金　額
<積算内訳>
１　氷川緑道西通線整備費 46,533
(１)鑑定、物件調査等

21 ① 一般財源 46,533

<積算内訳>
１　氷川緑道西通線整備費 2,339,655
(１)鑑定、物件調査、営業調査等
(２)用地取得、補償
(３)暫定整備工事

<要求理由>
① 国庫支出金 1,112,000
② 一般財源 1,227,655

<査定内容>
１　氷川緑道西通線整備費 2,339,655

22

<査定理由>
① 国庫支出金 1,112,000
② 市債 827,500
③ 一般財源 400,155

<査定内容>
　同上

<査定理由>
① 国庫支出金 1,112,000
② 市債 827,500
③ 一般財源 400,155

46,533

2,339,655

2,339,655

2,339,655

区　　分

　氷川緑道西通線南区間の整備推進に必要な土地の鑑定費、物件・
営業調査費、用地取得費、補償費、取得した用地の暫定工事費等を
要求するものです。

　内容及び積算を確認し、適正であると認められるため要求のとお
りとしました。
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財政局長査定
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年
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市長査定

　財政局長査定の内容及び理由について、適正と認められるため、
財政局原案のとおりとしました。

財源内訳
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